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　「キビタン健康ネット　利用施設の声」の
第15回目は、医療法人菅野歯科医院　理事長
　菅野和幸先生にお話を伺いました。菅野歯
科医院では高齢の患者さんが多く、治療内容
についてよく説明して理解いただいてから治
療するように心がけているそうです。抜歯治
療の際においては、抜歯後に必ず縫合し、患
者さんの負担にならないような診療を行われ
ています。
　菅野先生は病院勤務経験から、病院での検
査結果を治療に役立てたいと思い、「キビタ
ン健康ネット」に参加したとのことでした。

◇「キビタン健康ネット」を診療の中でどの
ように使っていますか。
　当院では主に、血液検査の確認に「キビタ
ン健康ネット」を活用しています。特にがん

や血液疾患、心臓疾患をもつ患者さんの情報
は重要です。治療前に必要な数値を確認し、
患者さんに説明しながら治療を行っていま
す。参照には、iPadを利用しているので、複
数の診察台を移動しながらでも手元に置いて
確認できるので便利です。
　その他には、お薬手帳を忘れた患者さんの
調剤情報を確認しています。治療内容によっ
ては抗凝固薬を服薬しているかどうかの確認
が必要です。患者さんに聞き取りをしても、
中にはご自身で説明することが難しい方もい
ます。
　また、注射のデータも参照しています。例
えば、骨を丈夫にする作用のビスホスホネー
トという薬があります。その薬を注射した患
者さんの抜歯をすると、副作用で顎骨壊死を
引き起こす可能性があります。内服薬の場合
はお薬手帳でも確認することができますが、
注射はお薬手帳では確認できないことがほと
んどです。直近のデータだけでなく、過去に
受けたことがあるかどうかの確認をすること
ができるので安心です。
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◇「キビタン健康ネット」を使い始めて変
わったことはありますか。
　「キビタン健康ネット」を活用する前は、
病院で受けた血液検査の結果を確認したい場
合に文書で依頼していました。また、その依
頼から₁年程度経過後、必要に応じて再度文
書にて依頼するなど文書作成の手間や郵送の
コストもかかっていました。「キビタン健康
ネット」に参加してからは、患者さんに一度
同意をとることで検査結果をいつでもリアル
タイムに参照することができます。文書での
やり取りの時間が省略できるので、急変した
患者さんの対応にも非常に役立っています。
　過去に、すい臓がんで強力な抗がん剤を使
用している患者さんがおり、「キビタン健康
ネット」で血液検査を確認したところ、血小
板数が正常値よりかなり低いことが判明しま
した。病院の主治医に相談し、処置を依頼す
ることになり、患者さんだけでなく私も安心
して治療にあたることができています。

◇同意書はどのように取得していますか。
　「キビタン健康ネット」で情報を確認した
い患者さんには、今の状態と、当院で治療す
るために情報提供病院で受けた検査や数値の
確認が必要ということを私から説明し、参加
いただいています。同意を断られたことはな
く、説明をすると皆さんに参加していただけ
ています。

◇今後、どのようなことを期待していますか。
　県民の参加率がさらに増えることを願って
います。「キビタン健康ネット」について知
らない方がほとんどなので、内容の説明と参
加の手続きを行っています。参加している患
者さんが増えれば、当院では同意書の手続き

のみになります。手続きが簡素化し、より円
滑に連携をとることが出来ると思います。
　その他には、医師・歯科医師間の理解を深
める研修会や説明会が開催されるといいです
ね。治療上、歯科医師が必要としている検査
値と医師が心配している歯科処置について、
お互いの理解を深めることでよりよい地域医
療連携に繋がるのではないかと思います。
　また、歯科診療所の「キビタン健康ネット」
参加数が少ないので、より多くの歯科診療所
に参加してもらいたいです。臨床検査値を参
照できない歯科診療所がほとんどかと思いま
す。「キビタン健康ネット」では情報提供病
院の検査結果を参照することが出来ます。自
院で治療する際の判断材料としてぜひ有効活
用してほしいですね。超高齢社会となり、疾
病を抱えた患者さんは毎日来院しているはず
です。病院歯科での対応だけでなく、自院で
対応できる範囲を少しでも広げて、地域社会
に貢献したいと考えています。

理事長　菅野　和幸�先生
菅野先生ありがとうございました。

� （レポート　後藤）


